
 

 

 

 

 

 

 

 
  
  

６月 16 日（金）の３校時、三豊市教育委員会からの依頼で５年生がタブレットを使った防災授業（デ

ジ防災）の撮影を行いました。地震の発生に備えて、家の中ではどのような対策を取ると身の安全を守る

ことができるか、タブレットで動画を見たり、クイズを解いたり、隣の人と話し合ったりして学習を進め

ました。授業後、児童数名がデジ防災の授業を受けた感想のインタビューを受けました。子どもたちはカ

メラの前で堂々と、自分の考えを答えることができていました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

下の写真の木は、２階に上がる階段のところに掲示してある「きらりさんの木」です。各学級では帰り

の会の時間を使って、その日に見つけた友だちのよさや、頑張りを伝え合う活動を行っています。学期に

２回程度、友だちに対して手紙のような形でよさを伝え合う活動を行い、その手紙を掲示しています。 
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文責 長谷川 忍 

学校のめあて 

心豊かでたくましく 

自ら学んで未来を創る 

爺 陽 の 空 へ 

「褒められて嬉しい」ということを覚えた子どもは自信を持ち、前向きに取り組

む気持ちになります。また、他人の気持ちに共感する力が育ち、損得なく相手を助

けようとするやさしい気持ちがもてるようになります。 


